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相
続
登
記
を

忘
れ
ち
ゃ
ダ
メ
よ

親父が急に
亡くなっちまって…

今
知
っ
て
お
き
た
い

相
続
手
続

〜
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
向
け
て
〜

連
　
載

世
界
の
偉
人
に
学
ぶ
！ 

チ
ャ
ー
ル
ズ・ダ
ー
ウ
ィ
ン

・ 

借
金
の
時
効
に
つ
い
て

・ 

死
亡
後
の
サ
ブ
ス
ク
解
約
の
対
策
は
？

Q
&
A
司
法
書
士
な
ん
で
も
相
談
室

特 集



今
知
っ
て
お
き
た
い

相
続
手
続
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元
気
な
う
ち
は
︑つ
い﹁
ま
だ
い
い
か
︙
︙
﹂と

先
送
り
し
が
ち
な
相
続
へ
の
備
え
︒

し
か
し
︑﹁
そ
の
時
﹂は
必
ず
誰
に
も
訪
れ
ま
す
︒

2
0
2
4︵
令
和
6
︶年
4
月
か
ら
始
ま
る

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
な
ど
︑

相
続
を
め
ぐ
る
制
度
に
も
変
化
が
あ
り
ま
す
︒

い
ざ﹁
そ
の
時
﹂が
来
た
ら
︑遺
さ
れ
た
人
は

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
︒

円
満
な
相
続
の
た
め
に
は
︑

今
か
ら
ど
ん
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
︒

相
続
手
続
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
司
法
書
士
と
︑

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

40
年
以
上
連
れ
添
っ
た
夫
の
司
さ
ん
を
亡
く
し
た
相
田
続
代
さ
ん
。

相
田
夫
妻
に
は
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
の
で
、葬
儀
の
手
配
を
は
じ
め

役
所
へ
の
届
け
出
、年
金
や
保
険
な
ど
の
手
続
に
一
人
で
奔
走
。よ
う

や
く
一
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、続
代
さ
ん
は
、ふ
と
、生
前
に
夫
が

言
っ
て
い
た「
相
続
登
記
の
義
務
化
」と
い
う
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

～
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
向
け
て
～

そういえば…

来年から相続登記が義務化
だって。やらないと罰則もある
らしいぞ。そういえばこの家、
親父が死んだときには登記を
しなかったような……

続代さん

司さん



法務省不動産登記推進
イメージキャラクター
「トウキツネ」

司法書士次ページへGO!

本当にやらないと
ダメかしら？

私が住み続けるつもりだし、
何も変わらないのに
手続って必要？

令和6（2024）年4月以
前に発生した相続に
ついても、相続登記の
申請の義務化は適用
されるんです

そんなこと
急に言われても、
どうすればいいの？

司法書士がサポートします！
相続手続は、相続登記の他にも
やるべきことがいろいろあり
ますので、一緒に一つずつ解決
していきましょう

不動産登記は、その不動産が
誰のものかをはっきりさせ
るために、とても大切な制度
です。不動産を相続したら、
必ず相続登記を申請してく
ださいね
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　不動産登記簿を見ても土地・建物の所有者が直ちに判明しない、又は
判明しても連絡がつかない「所有者不明土地」の発生を予防するための
法律が間もなくスタートします。
　令和6年4月1日から、相続等により不動産の取得を知ってから
3年以内に登記の申請をすることが義務となります。また、正当な
理由なく義務に違反した場合は、10万円以下の過料が科され
る可能性があります。
　身の回りの不動産を確認し、速やかに相続登記を行えるよう、今のうちから備えましょう！

　東京法務局では、東京司法書士会及び東京土地家屋調査士会と連携して「未来に
つなぐ相続登記」の申請促進に取り組んでいます。

東 京 法 務 局 千代田区九段南1－1－15九段第2合同庁舎

令和6年4月1日から相続登記の申請が義務化されます。

夫が亡くなったのは、
義務化の前
なんだけど？
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※
自
筆
証
書
遺
言（
法
務
局
で
保
管
さ
れ
た

　
も
の
以
外
）は
、家
庭
裁
判
所
で
の「
検
認
」

　
が
必
要（
封
印
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
に
つ

　
い
て
は
、勝
手
に
開
封
す
る
と
過
料
が
科

　
さ
れ
た
り
無
効
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
）

チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
る 

あ
な
た
に
必
要
な
相
続
手
続

相
続
手
続
は
︑遺
言
の
有
無
や

相
続
人
が
誰
か
︑遺
産
の
内
容
や

分
け
方
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
︒

必
要
な
手
続
を
︑チ
ャ
ー
ト
に
沿
っ
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

原
則
と
し
て
︑遺
言
書
に
従
っ
て
財
産
を
分
け
る

❶ 

相
続
人
を
確
認（
被
相
続
人
と
相
続
人
を

　 

戸
籍
謄
本
な
ど
で
確
認
）

❷ 

遺
産
と
な
る
も
の
を
す
べ
て
確
認
し
、

　 

遺
産
目
録（
リ
ス
ト
）を
つ
く
る

法
定
相
続
人
全
員
で
協
議
し
て
財
産
を
分
け
る

❶ 

被
相
続
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
戸
除
籍
謄
本
を
集
め
て
、

　 

法
定
相
続
人
を
確
認

❷ 

遺
産
と
な
る
も
の
を
す
べ
て
確
認
し
、遺
産
目
録
を
つ
く
る

（
遺
言
書
あ
り
の
場
合
と
同
様
）

遺
言
書

遺言書あり

遺
言
書
な
し

遺
産
に
は
正
の
財
産
と
負
の
財
産
が
あ
り
ま
す
。遺
産
目
録

（
リ
ス
ト
）は
、遺
産
分
割
協
議
の
と
き
に
、漏
れ
が
な
い
よ

う
に
遺
産
を
分
割
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
も
役
立
つ
の

で
、作
成
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。財
産
調
査
や
遺
産
目

録
作
成
は
、司
法
書
士
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の

戸
除
籍
謄
本
っ
て
、ど
う

や
っ
て
集
め
る
の
？

うちには子ども
がいないから、
夫の弟のタカシ
さんも相続人に
なるのね…

遺言書は
なかったわ

遺
言
書
は
あ
り
ま
す
か
？

常に
相続人

兄弟
姉妹

父

祖父母

母

子

配偶者被相続人

甥・姪

直系卑属
（孫、ひ孫など）

第2順位

第3順位

第1順位

被相続人よりも
先に父母が死亡
しているとき

被相続人よりも
先に子が死亡
しているとき

被相続人よりも先に
兄弟姉妹が死亡しているとき

ま
ず
は
、故
人
の
本
籍
地
の
市
区
町

村
役
場
で
請
求
し
ま
す
。さ
ら
に
、結

婚
や
離
婚
、養
子
縁
組
に
よ
る
分
籍

や
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
戸
籍
が
複
数

に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
は
、遡
っ
て

各
地
の
役
場
で
集
め
て
い
き
ま
す

（
※
）。「
わ
か
ら
な
い
」「
大
変
」と
感

じ
た
ら
、司
法
書
士
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
2
0
2
3（
令
和
5
）年
度
中
に
は
最
寄
り
の
役
所

　
で
一
括
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
。



今知っておきたい相続手続
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■「
正
の
財
産
」の
例

・預
貯
金
　

・不
動
産
　

・動
産（
自
動
車
、貴
金
属
な
ど
）　

・有
価
証
券（
株
式
、国
債
な
ど
） 

・保
険
金（
入
院
給
付
金
な
ど
）

■「
負
の
財
産
」の
例

・借
金
　

・住
宅
ロ
ー
ン
、カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
残
高
　

・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
未
払
い
分  

・税
金
の
未
納
分
　

・連
帯
保
証
な
ど
の
債
務

相
続
す
る
か
否
か
を
決
め
る

協
議
で
合
意
で
き
た
？

すべて相続

合意
❸ 

法
定
相
続
人
全
員
で
、遺
産
分
割
に
つ
い
て
協
議

話し合いが
まとまらない

タカシさん

故
人
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
い
た
場
合
は
、そ
れ

ら
の
中
身（
デ
ジ
タ
ル
遺
産
）の
調
査
も
必
要
で
す
。

司
法
書
士
は
調
停
申

立
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

も
で
き
ま
す
。

遺
産
分
割
協
議
書
は
、相
続

登
記
や
銀
行
口
座
の
解
約
な

ど
で
必
要
に
な
り
ま
す
。遺

産
分
割
協
議
書
に
つ
い
て「
作

成
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
大
変
」と
い
う
場
合
は
、司
法

書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★税金に関する手続
・準確定申告（※）が必要な場合は、相続の発生から 
　4か月以内に申告と納税を行う。
※納税者が年の中途で死亡した時の確定申告
・相続税が発生する場合、相続発生から10か月以
　内に相続税の申告と納税を行う。

★相続放棄・限定承認に関する手続
遺産調査の結果、正の財産より借金など負の財産
が多いことがわかった場合などには、相続が発生
したことを知ってから3か月以内に申請すること
で、相続放棄（相続しない）または限定承認（条件付
きで相続する）を選択することができる。
（遺言書のあり・なし、どちらの場合も同様）

遺
産
分
割
協
議
書
を
作
成

家
庭
裁
判
所
に
よ
る

遺
産
分
割
調
停
・
審
判

家
庭
裁
判
所
に

調
停
を
申
し
立
て
る

オレも遺産の4分
の1をもらう権利
があるよね

遺産といっても
自宅以外には
そんなにないの

民
法
改
正
に
よ
っ
て
、2
0
2
3（
令

和
5
）年
4
月
1
日
か
ら「
相
続
開
始

か
ら
10
年
を
経
過
す
る
と
、特
別
受

益
と
寄
与
分
に
よ
る
相
続
分
の
主
張

が
で
き
な
く
な
り
、法
定
相
続
分
で

の
相
続
が
基
礎
に
」と
決
め
ら
れ
ま

し
た
。遺
産
分
割
協
議
が
長
引
い
て

し
ま
い
そ
う
な
場
合
は
、司
法
書
士

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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﹁
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
﹂の

利
用
が
便
利
で
す
！

　
相
続
登
記
を
は
じ
め
と
す
る
相
続
財
産
の
名
義
変
更
で
は
、法
務
局
や
金
融

機
関
に
、戸
籍
関
係
の
資
料
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
戸
除
籍
謄
本
」は
、分
厚
い
フ
ァ
イ
ル
1
冊
分
の
量
に
な
る
場
合
も
。提

出
先
ご
と
に
揃
え
る
手
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
り
、持
ち
歩
く
の
も
一
苦
労
で
す
。

　
そ
こ
で
、提
出
先
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」の
利

用
が
お
す
す
め
で
す
。簡
単
に
言
う
と「
戸
籍
の
束
を
1
枚
の
証
明
書
に
す
る
制

度
」で
、そ
の
1
枚
で
被
相
続
人
の
相
続
関
係
が
証
明
で
き
ま
す
。記
入
見
本
の

よ
う
な「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
」を
作
成
し
て
必
要
書
類
と
共
に
法
務
局
に
申

出
し
て
お
く
と
、写
し
を
必
要
な
と
き
に
無
料
で
交
付
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
ま
た
、戸
籍
の
束
は
個
人
情
報
の
塊
の
よ
う
な
も
の
。持
ち
歩
く
こ
と
で
、紛

失
や
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
で
は
、相
続
に
必
要
な
情
報

だ
け
を
一
覧
図
に
す
る
の
で
、個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
リ
ス
ク
も
減
ら
せ

ま
す
。

法定相続情報一覧図 （記入見本）

被相続人不破路太郎法定相続情報

最後の住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
死亡　平成29年4月1日
（被相続人）
不破路太郎

住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
（配偶者）
不破路花子

（記載例）

以下余白

住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
（子）
不破路一郎（申出人）

住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
（子）
不破路一郎（申出人）

住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
（子）
不破路二郎

住所　○県○市○町○番地
出生　昭和○年○月○日
（子）
不破路促子

作成日：令和○年○月○日
作成者：○○○○○○○○　印
（住所：○県○市○町○番地）

自
宅
の
登
記
を
調
べ
た
ら
、名
義
が
夫
の

祖
父
の
ま
ま
で
し
た
！ 

こ
の
ま
ま
来
年

に
な
っ
た
ら
罰
金
10
万
円
な
の
!?

確
か
に
、放
置
し
て
お
く
と「
10
万
円
以

下
の
過
料
」が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
そ
れ
は
、法
務
局
か
ら
の

「
登
記
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
通
知
を

無
視
し
続
け
た
よ
う
な
場
合
で
、い
き
な

り
過
料
と
は
な
ら
な
い
の
で
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、相
田
家
の
よ
う
に
複
数
世
代
に
わ

た
る
相
続
登
記
の
場
合
な
ど
は
、登
録
免

許
税
が
免
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
税
期
間
は
2
0
2
5（
令
和
7
）年
3

月
31
日
ま
で
な
の
で
、早
め
の
対
応
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

も
し
、遺
産
分
割
で
も
め
て
3
年
以
内
に

決
着
が
つ
か
な
い
場
合
、相
続
登
記
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
？

「
相
続
人
申
告
登
記
」を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。新
し
い
所
有
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い

段
階
で
、と
り
あ
え
ず「
相
続
が
発
生
し

た
こ
と
」を
法
務
局
に
申
告
し
ま
す
。相

続
登
記
の
予
告
信
号
の
よ
う
な
制
度
で

す
ね
。相
続
人
の
う
ち
の
1
人
が
代
表
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
を
出
し

て
お
け
ば
相
続
登
記
を
待
っ
て
も
ら
え

ま
す
。た
だ
し
、こ
れ
は
あ
く
ま
で「
予
告

信
号
」な
の
で
、遺
産
分
割
で
所
有
権
を

取
得
し
た
ら
、遺
産
分
割
が
ま
と
ま
っ
て

か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戸籍集めから
一覧図の作成や申出まで、
司法書士にお任せください！

相
続
財
産
の
名
義
変
更

次
の
も
の
を
相
続
し
た
人
は
、解
約
や
名
義
変
更
の
手
続
を
し
ま
す
。

・金
融
機
関
の
預
貯
金

・保
険（
相
続
財
産
に
含
ま
れ
な
い
保
険
も
あ
り
ま
す
）

・自
動
車

・有
価
証
券（
株
式
、国
債
な
ど
）

・不
動
産

相
続
発
生
か
ら

3
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
！



7　 faro 2023 autumn vol.60

遺
さ
れ
る

大
切
な
人
の
た
め
に

今
で
き
る
こ
と

今知っておきたい相続手続

続
代
さ
ん
は
︑相
続
手
続
で
苦
労
す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
︒

こ
れ
ら
の
手
間
や
苦
労
は
︑実
は
︑夫
の
司
さ
ん
が
生
前
に

対
策
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
軽
減
で
き
た
の
で
す
︒

遺
さ
れ
る
大
切
な
人
に
相
続
手
続
で
な
る
べ
く
苦
労
を
か
け
な
い
た
め
に
︑

生
前
に
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
︑司
法
書
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
︒

① 

遺
言
書
を
作
成
す
る□ 

相
田
家
の
場
合

② 

自
宅
の
登
記
を
確
認
す
る

□ 

相
田
家
の
場
合

相
田
夫
妻
に
は
子
ど
も
が
い

な
か
っ
た
た
め
、夫
の
弟
も
相

続
人
に
。続
代
さ
ん
は
、夫
の

生
前
に
は
ほ
と
ん
ど
交
流
の

な
か
っ
た
義
弟
と
遺
産
分
割

協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。し
か
も
、遺
産
の
大

半
が
自
宅
不
動
産
だ
っ
た
た

め
、義
弟
に
法
定
相
続
分
を
渡

す
の
が
難
し
い
状
況
で
、協
議

が
難
航
し
た
。

相
田
家
の
自
宅
は
、祖
父
の
代

か
ら
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。祖
父
の
相
続
関
係

ま
で
2
代
遡
っ
て
登
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、し
か
も
関
係

者
が
夫
側
の
親
族
な
の
で
、相

続
登
記
の
た
め
の
調
査
や
手

続
が
と
て
も
大
変
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

兄
弟
に
は
遺
留
分（
※
）が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、相
田
さ
ん
夫
妻
の
場
合
は
、「
妻

に
全
財
産
を
譲
る
」と
い
う
旨
の
遺
言
書
を
書
い
て
お
け
ば
、義
弟
の
関
与
を
避

け
ら
れ
ま
し
た
。子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
や
、法
定
相
続
人
以
外
に
財
産
を
譲
り

た
い
場
合
な
ど
は
、ぜ
ひ
遺
言
書
を
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。な
お
、せ
っ
か
く
書

い
た
の
に「
ミ
ス
が
あ
っ
て
遺
言
が
法
的
に
無
効
」と
な
ら
な
い
よ
う
に
、公
正
証

書
遺
言
を
作
成
す
る
か
、自
筆
証
書
遺
言
の
場
合
は
司
法
書
士
な
ど
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、法
的
に
間
違
い
の
な
い
遺
言
書
を
作
成
す
る

の
が
お
す
す
め
で
す
。

※
一
定
の
相
続
人
に
対
し
て
、遺
言
に
よ
っ
て
も
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
遺
産
の
一
定
割
合
の
留
保
分

自
宅
の
登
記
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
不
安
を
感
じ
た
ら
、今
す
ぐ
確
認
し
ま
し
ょ

う
。登
記
の
内
容
は
、法
務
局
の
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
記
事
項
証
明
書
等
を

取
得
し
て
確
認
で
き
ま
す
。相
続
登
記
の
申
請
の
義
務
化
ス
タ
ー
ト
は
2
0
2
4

（
令
和
6
）年
4
月
で
す
が
、そ
れ
以
前
に
発
生
し
た
相
続
に
つ
い
て
も
義
務
化
は

適
用
さ
れ
る
た
め
、現
在
相
続
登
記
が
未
了
に
な
っ
て
い
る
不
動
産
が
あ
れ
ば
、

対
応
が
必
要
で
す
。何
代
に
も
わ
た
っ
て
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
、相
続
人
の
調
査
や
連
絡
だ
け
で
も
大
変
な
作
業
に
な
り
ま
す
。困
っ
た
場
合

は
、司
法
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
司
法
書
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
司
法
書
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

相続手続のご相談は司法書士へ！
チャートに当てはまらないケースもありますので、
具体的なご相談は司法書士へ。まずは右記にお電話ください。
ホットラインでのご相談は無料です。

平日10：00～15：45
※年末年始、お盆期間を除く

司法書士ホットライン
TEL.03-3353-2700

ごめん、続代、
オレが遺言書を
書いておけば…

えっ、この人たち
全員に連絡を
取らないと
いけないの⁉



司法書士 なんでも相談室
身の回りで起こるトラブルや悩み事。
法律の専門家なら、解決のための
アドバイスができることがあります。
このコーナーでは、皆様のお悩みに
司法書士が答えていきます。
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A

2020年5月に友人に50万円を貸しました。
3か月後にボーナスで返済してもらう約束で借用書もありますが、
返済がないまま3年が経ってしまいました。
借金には時効があると聞きましたが、何をしたらいいのでしょうか。

Q1

A

Q2
必要があるのです。
　対策として、まずは契約しているサブスクをリス
ト化した上で、解約方法も含めて、ご家族に伝えて
おきましょう。これを機会に、利用しているサブス
クが自分にとって本当に必要なものかを考え、不要
なものは解約するなど整理してみてはいかがで
しょうか。

　　　おっしゃる通り、あなたが亡くなっても、契
約した相手は死亡の事実を知る手段がないので、契
約は継続されたままで、サブスクの利用料金も発生
し続けます。たとえ支払方法として指定していたク
レジットカードを解約したり、金融機関の口座が凍
結されたとしても、支払いを滞納することになるだ
けです。つまり、サブスクを解約してその支払いを
止めるには、相続人であるご家族が契約を解除する

パソコンとスマホを活用している70代です。音楽配信や動画配信、
ゲームなど、気付いたらいくつものサブスク（※）を利用していて、
このまま私が死んだら、夫や息子が困るのではないかと
不安になりました。どのような対策をしておけばよいですか？

　　　まずは友人に連絡を取って、返済の意思があ
るかどうかを確認しましょう。返済の意思がある場
合は、返済日を改めて決めたり、分割払いで返済する
など返済条件に関する契約をきちんと書面で残して
おきましょう。この書面を公正証書で作成し、「履行を
怠った場合は強制執行に服する」という文言を入れて
おけば、訴訟をしなくても強制執行が可能になります。
公正証書の作成は、司法書士がサポートできます。
　友人に連絡がつかない場合や連絡はついたが返
済の意思がない場合に、何もしないで一定の期間放
置しておくと消滅時効が完成して、貸したお金を返
してもらえなくなる可能性があります。この一定の
期間とは、2020年3月31日までの貸し借りであれば
10年でしたが、法改正により2020年4月1日からは

5年となりました。なお、友人が借金の返済義務を
認めた場合などは時効期間がリセットされ、その
時点から改めて日数がカウントされることになり
ます。したがって、あと約2年以内に友人に対して
内容証明郵便等を送ったり裁判を起こしたりして、
借金の返済を求める必要があります。司法書士は、
これらの手続を代理することができますし、60万
円以下の借金であれば1回の審理で判決が出る少
額訴訟で代理人となることができます。少額訴訟
で勝訴しても返済しない場合には、友人の給料や
銀行口座を差し押さえるなど強制執行をする手続
を代理することもできます。
　友人とのご関係をふまえ、対応に悩むようでし
たら、一度司法書士にご相談ください。

※サブスクリプションの略で、製品やサービスを月額課金・定額制で利用できる仕組みのこと。

時効



挫折、失敗、絶望。生きていれば誰しも
「もうダメかも」と思うような瞬間があるかもしれない。
そんなときは、偉人がヒントをくれる。
どん底を乗り越え、偉業を成し遂げた彼らの考え方に学んでみよう。

ピンチをチャンスに変える考え方

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
い
え
ば
、「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
」と
呼
ば
れ
る『
種
の
起
源
』を
発
表
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、幼
少
期
の
評
価
は
さ
ん
ざ
ん
だ
っ
た
。周
囲
か
ら
い
つ
も

「
妹
よ
り
も
物
覚
え
が
悪
い
」と
言
わ
れ
、小
学
生
の
と
き
に
校
長

か
ら「
の
ら
く
ら
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
。

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
学
校
の
勉
強
よ
り
も
夢
中
に
な
っ
た
の
は
、貝

殻
、動
植
物
、封
筒
の
シ
ー
ル
、貨
幣
、石
こ
ろ
な
ど
を
集
め
る
こ
と
。

そ
ん
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
姿
を
見
て
、父
も
こ
う
嘆
い
た
。

　
「
犬
や
ネ
ズ
ミ
を
と
る
こ
と
以
外
、何
も
し
な
い
。そ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
と
、家
族
の
恥
に
な
る
」

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
父
は
開
業
医
で
、息
子
に
は
自
分
の
後
を
継
い
で

ほ
し
い
と
考
え
た
よ
う
だ
。ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
医
学
部
へ
と
進
学
さ

せ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
解
剖
の
実
習
で
は
遺
体
を

直
視
で
き
な
い
し
、手
術
の
見
学
に
い
た
っ
て
は
２
回
も
手
術
室

か
ら
逃
亡
。結
局
、医
学
部
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
。

　

仕
方
な
く
父
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
牧
師
に
し
よ
う
と
、ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
の
神
学
部
へ
と
転
学
さ
せ
た
が
、無
駄
だ
っ
た
。ダ
ー

ウ
ィ
ン
は
講
義
を
サ
ボ
り
、野
山
を
駆
け
回
る
日
々
を
送
る
。

　
「
な
ん
と
い
っ
て
も
、カ
ブ
ト
ム
シ
の
収
集
ほ
ど
、私
が
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
で
熱
中
し
、楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
は
な
い
」

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
父
は
さ
ぞ
失
望
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。だ
が
、親

の
期
待
に
背
を
向
け
て
か
ら
が
、本
当
の
人
生
だ
。ダ
ー
ウ
ィ
ン
は

ひ
と
り
で
博
物
館
に
足
を
運
ん
で
は
、所
蔵
標
本
に
つ
い
て
調
べ
、

博
物
学
の
勉
強
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

人
生
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、22
歳
の
と
き
に
参
加
し
た
、海
軍

の
測
量
船
・
ビ
ー
グ
ル
号
で
の
世
界
一
周
旅
行
で
あ
る
。旅
は
５
年

に
も
わ
た
っ
た
が
、こ
の
航
海
に
参
加
し
た
こ
と
で
、未
知
の
世
界

に
触
れ
、新
た
な
発
見
に
心
を
躍
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。帰
国
し
た

と
き
に
は
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、18
冊
の
野
外
観
察
ノ
ー
ト
と
、４
冊
の

動
物
学
日
誌
、13
冊
の
地
質
学
日
誌
を
書
き
上
げ
て
い
た
と
い
う
。

　

ビ
ー
グ
ル
号
の
出
航
予
定
日
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
、ダ
ー

ウ
ィ
ン
は
手
紙
で
冒
頭
の
言
葉
に
こ
う
続
け
た
。

　
「
こ
の
日
は
今
後
の
人
生
の
誕
生
日
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　

人
類
の
真
理
を
探
究
す
る
長
い
旅
が
、始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

文 真山知幸 著述家。ベストセラー シリーズ『ざんねんな偉人伝』（学研プラス）のほか、『泣ける日本史』（文響社）、『偉人メシ伝』（笠間書院）など、偉人や名言をテーマに
著作多数。『偉人名言迷言事典』（笠間書院）では偉人100人の言葉と人生を一冊にまとめた。最新刊は『逃げまくった文豪たち』（実務教育出版）。

チャールズ・ダーウィン
イギリスの自然科学者。1809年生ま
れ。1831年から約5年間、世界各地を
巡って動植物や地質を調査し、1839
年に『ビーグル号航海記』を出版。
1859年に『種の起源』を著し、生物進
化の理論を確立した。

今回の名言

||  

チ
ャ
ー
ル
ズ・ダ
ー
ウ
ィ
ン

今回の名言

ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
結
論

周
囲
が
望
む
道
よ
り
も
、

自
分
の
好
き
な
道
へ進
も
う

「
私
の
第
二
の
人
生
が

  

こ
の
日
に
始
ま
る
で
し
ょ
う
」
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　『
f
a
r
o
』読
者
の
皆
さ
ま
は
司
法
書
士
に
つ
い
て
、ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？ 

マ
イ
ホ
ー
ム
の
登
記
や
相
続
手
続
な
ど
、

ご
自
身
の
経
験
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。

　
司
法
書
士
の
守
備
範
囲
は
広
く
、登
記
、訴
訟
等
の
司
法
手
続
、成

年
後
見
、財
産
管
理
、企
業
法
務
、民
事
信
託
支
援
と
い
っ
た
リ
ー
ガ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務

も
あ
る
の
で
、私
は
依
頼
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、な

る
べ
く
依
頼
案
件
以
外
の
業
務
で
司
法
書
士
が
で
き
る
こ
と
、私
自

身
が
手
掛
け
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。司

法
書
士
が
ど
ん
な
場
面
で
お
役
に
立
て
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た

く
、例
え
ば
、不
動
産
登
記
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
た
際
に
、成
年
後

見
や
裁
判
業
務
、商
業
登
記
の
話
な
ど
を
す
る
と「
そ
ん
な
こ
と
も
し

て
い
る
の
で
す
か
！
」と
驚
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
後
、「
こ

の
こ
と
で
相
談
し
て
も
い
い
で
す
か
？
」と
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
私
が
市
民
の
方
々
に
抱
い
て
い
た
だ
き
た
い
司
法
書
士
事
務
所
の

イ
メ
ー
ジ
は
、法
律
問
題
に
関
す
る「
街
の
診
療
所
」で
す
。法
律
専
門

家
で
あ
る
司
法
書
士
は
医
師
で
い
え
ば
専
門
医
で
す
が
、身
近
な

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
存
在
で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。司
法
書

士
は
現
実
に
起
き
て
い
る
問
題
や
悩
み
の
解
決
に
は
も
ち
ろ
ん
対
応

し
ま
す
が
、将
来
、問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
法
律
専
門
家
で
も
あ
り
ま
す
。「
ど
う
し
よ

う
？
」と
い
う
と
き
に
司
法
書
士
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、一
緒
に

ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
、共
に
現
在
の
問
題
を
解
決
し
、将
来
の

　
東
京
司
法
書
士
会
に
は
、現
在
4
5
7
8
人（
※
）の
司
法
書
士
が

登
録
し
、司
法
制
度
や
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、暮
ら
し

や
経
済
活
動
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
、少
子
高
齢
化
を
背
景
に
家
族
の
か
た
ち
に
も
変
容
が
見

受
け
ら
れ
、相
続
問
題
も
多
様
化
し
ま
し
た
。依
頼
者
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
対
応
が
必
要
な
中
で
、女
性
司
法
書
士
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て

い
ま
す
。ま
た
、急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、司
法
手
続
や
行
政
手

続
も
変
化
。登
記
制
度
や
裁
判
制
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
一
方

で
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
中
に
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
遺
産
」の
問
題
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

司
法
書
士
は
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。当
会
と
し
て
も
、司
法
書

士
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
や
女
性
司
法
書
士
が
さ
ら
に
活
躍
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。市
民
と
当
会
を
つ
な
ぐ
広
報
誌

『
f
a
r
o
』で
は
、身
近
な
テ
ー
マ
を
題
材
に
、皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

※
2
0
2
3（
令
和
5
）年
7
月
1
日
時
点

問
題
発
生
を
防
ぐ
助
言
を
し
ま
す
。ご
相
談
内
容
が
司
法
書
士
の

専
門
で
は
な
い
分
野
に
及
ん
だ
と
き
に
は
、適
切
な
士
業
や
専
門
家
、

機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
ず
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
司
法
書
士
を
探
す
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お

近
く
に
も
、必
要
と
す
る
方
の
傍
ら
に
立
ち
、お
役
に
立
て
る
こ
と
を

待
ち
望
ん
で
い
る
司
法
書
士
が
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
、お
声
掛

け
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ど
う
し
よ
う
？
」と
思
っ
た
ら
、

司
法
書
士
へ
お
声
掛
け
を

高
齢
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
社
会
で

新
た
な
役
割
を
果
た
す

千野 隆二（ちの・りゅうじ）

大学卒業後、司法書士事務所で働きながら資格
受験予備校に通い、3度目の受験で合格。その
2年後の2000（平成12）年に司法書士登録し、
独立開業。武蔵野支部長、東京司法書士会理事、
常任理事、副会長を経て、2023（令和5）年5月に
東京司法書士会会長に就任。

司法書士になったきっかけは？
大学生の時に「何かで独立する！自分の名前で
仕事がしたい！」と、漠然とした目標ともいえない
目標を掲げ、模索していた時に士業の存在を知り
ました。弁護士や弁理士も検討しましたが、友人が
司法書士を目指すというので「じゃあオレも！」と
（笑）。もともと調べること、書くことが好きだった
私には、この選択は正解だったと思います。司法
書士という仕事との出会いに感謝しています。

新会長としての抱負は？
公認キャラクター「しほたん」の耳のように常に
アンテナを立て、市民と会員の声に耳を傾け、
やるべきことには迅速に対応していきます。
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新会長挨拶

司
法
書
士
事
務
所
は
法
律
問
題
に
関
す
る「
街
の
診
療
所
」

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
よ
う
に
頼
っ
て
く
だ
さ
い

東
京
司
法
書
士
会
会
長

千
野 

隆
二



ファーロ faro 2023 autumn vol.60 ／2023年9月25日発行

発行元：東京司法書士会 
〒160-0003 東京都新宿区四谷本塩町4-37 
TEL.03-3353-9191　　
発行責任者：高木宏 　
編集人：手代木美保  佐藤マリン  星寛志  池谷昌亮  渡邉芳生  稲場康容  　
制作：株式会社一粒舎 　印刷：柳本印刷株式会社

東洲斎写楽 「市川富右衛門の蟹坂藤馬と
三世佐野川市松の祇園町の白人おなよ」
　　　　　　　　　　　  

今回の表紙

司法書士ミニヒストリー

ⓒ公益財団法人アダチ伝統木版画技術保存財団

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

司法書士のルーツは、江戸時代に農民が訴訟を起こす
ときに手助けをし、書類の作成や手続代行も行って
いた「公事宿（くじやど）」と考えられています。江戸の昔
から必要とされてきた「いざというときのサポート役」
は、今の司法書士にしっかりと受け継がれています。

Act iv i ty  Report

東京司法書士会の活動

都立小金井北高等学校での法律教室の様子

　東京司法書士会では、都内の高校生
等を対象とした法律教室を、年間を通し
て無料で開催しています。今年4～7月
には都立高校5校、私立高校4校で実
施。高校生の間に成年に達する生徒たち
に向け、契約の基礎や悪質な契約事例、
SNSトラブルなどについてお話ししまし
た。また、文化祭を控えた教員と実行委
員の生徒を対象に、文化祭での出し物や
キャラクターの使用と著作権に関する講
義も行いました。基本的な法律知識を身
に付けることが被害やトラブルの予防に
つながります。法律教室の申し込みにつ
いては、東京司法書士会のホームページ
をご覧ください。

東京司法書士会では、司法書士制度
150周年を記念して「相続」をテーマ
とする4コマ漫画コンテストを実施。
このコーナーでは、その受賞作をご
紹介します。

「東京法務局長賞」  作／兎屋 雛様 高校生等に向けての
法律教室を開催

　7月15日(土)～16日(日)に三鷹市役所
で開催された「第46回みたか商工まつ
り」のステージ企画「ゆるキャラ大集合」
に、東京司法書士会から、公認キャラク
ターのしほたんと親善大使のはたゆりこ
さんが参加しました。しほたんは、ステー
ジで初ダンスも披露。暑い中来場された
多くのお客様から、あたたかな拍手をい
ただきました。

みたか商工まつりに
「しほたん」登場

「相続」4コマ劇場
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東京司法書士会では無料法律相談を実施しています

https://www.tokyokai.jp/

視覚障がいの方の
ための音声コード
（Uni-Voice）です東京司法書士会

電話で
相談したい

※男性相手には話しにくい悩み事の場合など
　は、女性司法書士への相談を希望することも
　できます（女性の方のみ）。電話予約の際に、
　その旨お伝えください。

平日 9：00～12：00/13：00～17：00

会って
相談したい

2か所の相談センターが
あります。まずは、
電話でご予約ください

東京司法書士会総合相談センター
新宿区四谷本塩町4-37
（JR四ツ谷駅から徒歩5分）

電話予約はこちら

四 谷

03-3353-9205

平日 10：00～16：00

三多摩総合相談センター
立川市曙町2-34-13 
オリンピック第3ビル202-A
（JR立川駅から徒歩6分）

電話予約はこちら

立 川

042-548-3933

遺言のことを
聞きたい

会社をつくりたいけど
どうしよう

不動産の
名義変更をしたい

相続の問題で
困っている

クレジット・サラ金の
問題で悩んでいる

成年後見制度を
使うには？

友人との
お金の貸し借りで
困っている

隣家と境界線で
トラブルに弟と

遺産争いに…

日常生活の中で起こる親族や近隣住人
などとのトラブルは、できれば裁判ではなく、
今後の付き合いのことも考えて、当事者同
士の話し合いで解決したいもの。でも、当事
者だけでは感情的になってしまったり、法律
の専門知識がなくて話し合いが進まない、
そんな場合は調停センター「すてっき」で、
司法書士がお手伝いをします。

調停センター「すてっき」
で、司法書士が
お手伝いします

もめごとを
当事者同士で
解決したい

平日 9：00～12：00/13：00～17：00

お問い合わせはこちら

03-3353-8844

裁判ではなく、話し合いによる
解決をめざします

司法書士
ホットラインに
お電話ください

平日（月～金曜）

昼 10：00～15：45

03-3353-2700

水・木曜（祝日除く）

夜 17：00～19：45

042-540-0663

一人で悩まず、
司法書士に
ご相談ください

公認キャラクター
しほたん

※新型コロナウイルス感染拡大等の影響により、予告なく変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

お体の事情などで常設相談会にお越しいた
だくことが困難な方（東京在住の方のみ）を
対象に、予約制で、地域の役所や学校など
の公共施設、高齢者施設などへの司法書士
の出張相談を行っています。
※お申し込みは、施設などを通してお願いします。

出張による相談にも
対応しています

（東京司法書士会事務局）
平日 9：00～12：00/13：00～17：00

お問い合わせはこちら

03-3353-9191

東京司法書士会のHPからも
お申し込みいただけます

お電話または
HPでお申し込み
ください！
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